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● 

問
い
合
わ
せ
先

行
政
課　

☎
43
・
６
８
５
０

 

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

統
計
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お
宅
を
訪

問
し
、
次
の
事
項
を
説
明
・
確
認
し
た

う
え
で
、
調
査
票
な
ど
の
書
類
を
配
布

し
ま
す
。

　

書
類
を
確
認
し
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
回
答
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
、
画
面
の
案
内
に
そ
っ
て
、

回
答
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は

24
時
間
い
つ
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

➡

　

記
入
し
た
調
査
票
を
封
入
し
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。 ➡

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
と
、

調
査
票
の
郵
送
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
勢
調
査
は
、
我
が
国
の
人
口
・
世

帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
る
国
の
最
も
重
要
な
統
計

調
査
で
す
。

　

男
女
・
年
齢
別
、
産
業
別
な
ど
の
人

口
の
構
造
や
世
帯
の
構
成
・
居
住
状
況

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
５
年
に
一

度
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
大
正
９
年

（
１
９
２
０
年
）の
第
１
回
調
査
か
ら
21

回
目
に
あ
た
り
、
実
施
１
０
０
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。

　

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
統
計
情
報
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
い
て
行
政
施
策
を
立
案
す
る
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、

国
民
の
共
有
財
産
と
し
て
、
研
究
・
教

育
活
動
、
経
済
活
動
な
ど
幅
広
い
分
野

で
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
・
世
帯
が

対
象
と
な
り
、
今
回
の
調
査
の
対
象
者

数
・
世
帯
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
全　

国
：
約
1
億
２
，７
０
０
万
人

　
　
　
　

：
約
５
，３
０
０
万
世
帯

▽
赤
穂
市
：
約
4
万
７
，０
０
０
人

　
　
　
　

：
約
2
万
５
０
０
世
帯　

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
難
し

い
場
合
は
、
調
査
票
（
紙
）
を
使
っ
て
回

答
し
ま
す
。

調査の流れ

　

回
答
に
あ
た
り
、
不
明
な
点
が
あ
る

人
は
、
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
・
０
７
・
２
０
２
０

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

※
土
日
・
祝
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
配
布

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

調
査
票
（
紙
）

質
問
内
容
が

わ
か
ら
な
い
と
き
は

９
／
14

９
／
14　（
月
）
　

～
10
／
７
（
水
）

10
／
１
（
木
）
～
10
／
７
（
水
）

　

統
計
調
査
に
お
い
て
、「
か
た
り
調

査
」が
発
生
し
て
い
る
と
の
報
告
が
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
か
た
り
調
査
」と
は
、
国
勢
調
査
な

ど
の
行
政
機
関
が
行
う
統
計
調
査
で
あ

る
か
の
よ
う
な
、
紛
ら
わ
し
い
表
示
や

説
明
を
し
て
、
個
人
情
報
な
ど
を
詐
取

す
る
行
為
で
す
。

　
「
か
た
り
調
査
」は
、
統
計
調
査
の
実

施
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
詐
欺
や
そ

の
他
の
犯
罪
に
繋
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

統
計
調
査
員
は
、
常
に
調
査
員
証
を

携
帯
し
て
い
ま
す
。
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
い
な
い
者
が
訪
問
し
た
場
合
、
な

り
す
ま
し
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
市
役
所
ま
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

次
の
①
・
②
に
該
当
す
る
場
合
、
市

役
所
か
ら
電
話
連
絡
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

① 

調
査
票
の
記
入
内
容
に
不
明
な
点
が

あ
り
、
確
認
す
る
場
合

② 

提
出
期
限
ま
で
に
調
査
票
の
確
認
が

で
き
な
い
た
め
、
提
出
を
お
願
い
す

る
場
合
（
こ
の
場
合
で
も
、
調
査
項
目

以
外
の
個
人
や
世
帯
の
情
報
を
電
話

で
聞
き
取
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　

こ
れ
ら
以
外
に
、
電
話
や
メ
ー
ル
で

国
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
、
統
計
調

査
員
が
、統
計
調
査
の
依
頼
を
し
た
り
、

個
人
や
世
帯
の
情
報
を
調
査
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
郵
送
で
の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
と
は

調
査
対
象

「
か
た
り
調
査
」
に

ご
注
意
を
！

市
役
所
か
ら

電
話
を
す
る
場
合

※ 

訪
問
の
際
は
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越

し
で
の
説
明
や
書
類
を
ポ
ス
ト
に
投

函
す
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
で
き
る

だ
け
対
面
を
避
け
て
配
布
し
ま
す
。

※ 

管
理
人
の
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、

一
括
し
て
管
理
人
に
確
認
し
、
各
世

帯
の
ポ
ス
ト
に
投
函
し
ま
す
。

※ 必ず鉛筆で記入してくださ

い。ボールペンや万年筆など

は使用しないでください。

① 

調
査
票
に
は
ふ
だ
ん
住
ん

で
い
る
世
帯
員
全
員
に
つ

い
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

調
査
票
１
枚
に
つ
き
４
人

分
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

世
帯
員
が
５
人
以
上
の
場

合
は
追
加
で
調
査
票
を
お

渡
し
し
ま
す
。

① 

世
帯
主
ま
た
は
代
表
者
の

氏
名

② 

世
帯
の
人
数

　
　
　
　　　
（
男
女
別
に
確
認
） 

回
答
方
法
を
選
択
（
10
／
１
現
在
の
状
況
を
回
答
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
あ
る
の
に

ど
う
し
て
国
勢
調
査
を
す
る
の
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
住
民
基

本
台
帳（
住
民
票
）に
番
号
を
割
り

振
っ
て
い
る
た
め
、
住
民
票
の
あ

る
場
所
と
住
ん
で
い
る
場
所
が
異

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
実
際
に
住
ん
で
い

る
人
・
世
帯
を
対
象
に
国
勢
調
査

を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、

住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、

赤
穂
市
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

①
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人

② 

３
カ
月
以
上
施
設
に
入
所
し
て

い
る
人

③ 

住
み
始
め
て
３
カ
月
以
上
に
な

ら
な
い
が
、
３
カ
月
以
上
に
わ

た
っ
て
住
む
予
定
の
人　

な
ど

調
査
項
目
は
？

〇
氏
名

〇
生
年
月
日

〇
世
帯
主
と
の
続
き
柄

〇
配
偶
者
の
有
無

〇
現
在
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
期
間

〇
５
年
前
に
住
ん
で
い
た
場
所

〇
教
育（
学
歴
な
ど
）に
関
す
る
こ
と

〇 

仕
事
の
内
容
や
通
勤
な
ど
に
関
す
る

こ
と

な
ど　

全
16
項
目

確認事項 説明事項

インターネット回答

サイト QR コード

お 願 い

（
月
）
～
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「
70
」の
数
字
を
あ
し
ら
い
、
赤

穂
ら
し
さ
を
表
す
も
の
で
、
親
し

み
や
す
く
、
新
鮮
で
独
創
的
な
も

の
。
着
色
す
る
場
合
は
５
色
以
内

と
し
、
複
雑
な
色
彩
は
避
け
、
単

色
で
も
使
用
可
能
な
デ
ザ
イ
ン
と

し
ま
す
。

　　50 周年シンボルマーク

キャッチフレーズ

　「未来へジャンプ！

50 周年赤穂！」

　
　

●
応
募
資
格

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
応
募
方
法

▽
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

Ａ
４
用
紙
１
枚
に
つ
き
１
作
品

▽
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

　

は
が
き
な
ど
を
使
用

※ 
そ
れ
ぞ
れ
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き

ま
す
。

※ 

応
募
用
紙
の
余
白
に
、
作
品
の
説
明

（
１
０
０
字
以
内
）、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

職
業（
学
校
名
・
学
年
）、
電
話
番
号

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
必
ず
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

自
作
で
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま

す
。
著
作
権
そ
の
他
第
三
者
の
権
利

を
侵
害
し
て
い
る
も
の
は
選
考
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
提
出
方
法

　

 

持
参
、
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル（
Ｆ
Ａ

Ｘ
は
不
可
）と
し
ま
す
。

●
応
募
締
め
切
り

　

８
月
31
日（
月
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

●
審
査
方
法

　

 

市
の
委
嘱
す
る
選
考
委
員
が
審
査
し

ま
す
。
同
一
作
品
の
応
募
が
複
数
あ

る
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

●
入
選
作
品

▽ 

優
秀
賞
１
点（
賞
状
・
２
万
５
千
円

相
当
の
記
念
品
）

▽ 

佳
作
２
点（
賞
状
・
５
千
円
相
当
の

記
念
品
）

●
応
募
上
の
注
意

　

 

作
品
の
作
成
、
送
付
に
か
か
る
費
用

は
、
応
募
者
の
負
担
で
す
。

　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　

 

入
選
者
に
は
10
月
末
日
ま
で
に
通
知

し
ま
す
。

　

 

入
選
作
品
の
版
権
お
よ
び
著
作
権

は
、
市
に
帰
属
し
ま
す
。

　

 

入
選
作
品
の
使
用
に
あ
た
り
、
必
要

に
応
じ
て
変
更
・
切
除
・
そ
の
他
改

変
を
加
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

 

入
選
作
品
に
擬
似
な
ど
の
問
題
が
生

じ
た
場
合
、
入
選
決
定
後
で
も
入
選

を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
活
用

　

 

優
秀
賞
作
品
は
70
周
年
記
念
事
業
を

は
じ
め
、各
種
Ｐ
Ｒ
に
使
用
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
１
日
に
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
よ
う
、
70
周
年
を
記
念
す
る
赤
穂
市
に
ふ
さ
わ
し
い ｢

シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク｣ 

と ｢

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ｣ 

を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
７
８ｰ

０
２
９
２

　
　
（
住
所
不
要
）　

企
画
政
策
課

☎
43
・
６
８
６
７

ＦＡＡ
43
・
６
８
２
２

　

 

メ
ー
ル　

 k
ik

a
k

u
@

c
ity

.a
k

o
.

lg
.jp

赤
穂
市
制
施
行
70
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

　　60 周年シンボルマーク

キャッチフレーズ

　「ときめき赤穂　市制 60 周年」

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

70
周
年
事
業
へ
の
関
心
を
高
め

る
と
と
も
に
、
親
し
み
や
す
く
、

新
し
い
時
代
へ
飛
躍
す
る
赤
穂
の

イ
メ
ー
ジ
を
簡
潔
に
表
現
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

行
動
す
る
農
業
委
員
会
を
め
ざ
し
～
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進
～

　

新
し
い
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
令
和

２
年
７
月
20
日
か
ら
3
年
で
す
。

　

ま
た
、
20
日
の
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
谷
山
甫
氏
、
会
長
職
務
代
理

者
に
大
崎
清
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

農業委員

　
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
の
８
月

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
次

の
点
を
確
認
の
う
え
、
是
正
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

①
農
地
の
利
用
状
況
調
査

　

②
転
用
農
地
の
調
査

　

③
荒
廃
農
地
の
調
査　

な
ど

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
際
の
土
地
へ
の

立
ち
入
り
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一
時
的
な
転
用
は

　

農
地
を
一
時
的
に
資
材
置
き
場
や
残

土
置
き
場
な
ど
に
利
用
す
る
場
合
も
転

用
届
が
必
要
で
す
。

許
可
な
く
転
用
す
る
と

　

農
地
法
違
反
と
な
り
工
事
の
中
止
・

原
状
回
復
を
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

相
続
な
ど
で
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た

と
き
は

　

10
カ
月
以
内
に
農
地
が
あ
る
市
町
村

の
農
業
委
員
会
へ
届
出
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
貸
し
借
り
を
希
望
す
る
人

は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
、
農
業
総
代
ま
た
は
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

貸
し
手
の
利
点

▽ 

市
内
に
農
地
を
持
つ
市
外
居
住
者
で

も
利
用
で
き
ま
す
。

▽ 

貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
く
れ
ば
離

作
料
を
支
払
う
こ
と
な
く
必
ず
返
っ

て
き
ま
す
。

借
り
手
の
利
点

▽ 

農
業
経
営
規
模
拡
大
が
図
れ
ま
す
。

▽ 

借
り
て
い
る
期
間
中
は
、
安
心
し
て

経
営
農
地
の
一
部
と
し
て
計
画
的
に

利
用
で
き
ま
す
。

▽ 

期
限
が
き
て
も
双
方
の
合
意
に
よ

り
、
引
き
続
き
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

農
事
相
談

　

農
地
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

毎
月
第
一
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
場
所　

農
業
委
員
会
事
務
局

安
心
し
て
農
地
の

貸
し
借
り
が
で
き
ま
す

８
月
24
日
～
26
日
に

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

農
地
の
転
用
に
つ
い
て

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

農地利用最適化推進委員

区域 地域 氏名

１

加里屋、加里屋南、加里屋中洲１丁目～加里屋中洲
６丁目、農神町、上仮屋、上仮屋北、上仮屋南、細
野町、中広、山手町、元町、寿町、宮前町、大町、
城西町、若草町、長池町、惣門町、六百目町、三樋町、
西浜町、尾崎、大橋町、松原町、中浜町、さつき町、
海浜町、南宮町、清水町、元塩町、本水尾町、朝日町、
正保橋町、東浜町、元沖町、元禄橋町、御崎

土 井　 幸 雄

２
塩屋、板屋町、片浜町、平成町、磯浜町、古浜町、
西浜北町、黒崎町、新田

三 木　 豪

３ 大津、木生谷、折方、鷏和 吉 田　 直 治

４ 福浦 中 本　 政 幸

５ 坂越、高野 前 川　 勇 人

６ 浜市、砂子、北野中、南野中 中 野　 衞

７
高雄、目坂、木津 溝 田　 泰 司

中山、真殿、周世 前 田　 護

８ 東有年 西 山　 公 雄

９ 西有年 伊 澤　 和 彦

10 有年楢原、有年原、有年横尾、有年牟礼 森 田　 知 善

● 

問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会　

☎
43
・
６
８
４
５

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

宮𦚰　 信 一 郎

髙 田　 徳 幸

山 田　 孝 志

松 本　 隆 博

山 本　 辰 慶

大 崎 　 清

平 松　 国 秀

丸 尾　 友 明

米 口 　 彰

大 谷　 世 志 美

谷 山 　 甫

上 山 　 保

松 田 　 静

4No.824  2020年8月5 No.824  2020年8月



保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
就
職
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

●
申
込
受
付
期
間

　

７
月
～
令
和
３
年
２
月

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
期
間
中
随
時
申
し

込
み
を
受
け
付
け
、
日
程
を
調
整

し
ま
す
。

●
人
数　

　

１
回
に
つ
き
１
～
３
人

●
内
容

　

 

次
の
中
か
ら
選
択（
複
数
選
択
可
）

し
、申
込
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

① 

保
育
所
・
幼
稚
園
の
紹
介（
子
ど
も

た
ち
と
過
ご
す
毎
日
に
つ
い
て
）

② 

保
育
所
・
幼
稚
園
の
施
設
見
学

③ 

給
与
・
社
会
保
険
・
年
休
制
度
な

ど
に
つ
い
て

④ 

会
計
年
度
任
用
職
員（
フ
ル
タ
イ

ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
）の
働
き
方

に
つ
い
て

⑤
職
員
採
用
試
験
の
案
内

●
参
加
費

　

無
料

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

　

特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、

８
月
25
日
（
火
）で
す
。

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
給
付
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
が

ま
だ
の
人
は
期
限
ま
で
に
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
、
ま
た
は

紛
失
し
た
人
は
特
別
定
額
給
付
金
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
請
内
容
に
不
備
が
あ
り
、
申
請
書

が
返
送
さ
れ
て
い
る
人
も
、
内
容
を
確

認
し
、
修
正
の
う
え
、
速
や
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

特
別
定
額
給
付
金
担
当

☎
43
・
６
９
８
２

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
追
跡
シ
ス
テ

ム
は
、
登
録
さ
れ
た
お
店
な
ど
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
利
用
が

判
明
し
た
場
合
、
同
一
日
に
利
用
し
た

人
な
ど
に
、
注
意
喚
起
情
報
が
通
知
さ

れ
る
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　

兵
庫
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
追
跡

シ
ス
テ
ム
の
利
用（
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

な
ど
の
登
録
）を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
を
目
指
し
て
い
る
学
生
や
、
復
職
を
希
望
す
る
人
、

資
格
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
保
育
現
場
で
働
い
た
こ
と
が
な
い
人
を
応
援
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。

●
申
込
方
法

　

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
支
援
情
報

●
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会 

こ
ど
も
育
成
課

☎
43
・
７
０
６
５

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
５

就職支援
ガイダンス HP

QR コード

● 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

新
型
コ
ロ
ナ
追
跡
シ
ス
テ
ム
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
相
談
窓
口
）

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９
８
５
８

Ｆ
Ａ
Ａ
０７８
・
３
６
２
・
９
８
３
９

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
中
小
企
業
や
個
人
事

業
主
に
一
律
10
万
円
、
家
賃
負
担
が
あ

る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
５
万
円
を
支
給

し
ま
す
。

　

申
請
要
件
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
の
う
え
、
対
象
に
な
る
事
業

者
は
９
月
30
日
（
水
）の
申
請
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
類
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
書
類
は
、
郵
送
で
の
提
出
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
６
７
８ｰ

０
２
９
２

　
（
住
所
不
要
） 

商
工
課☎

43
・
６
８
３
８

ＦＡＡ
46
・
３
４
０
０

あ
こ
う
中
小
企
業
者
応
援
給
付
金

特
別
定
額
給
付
金（

10
万
円
の
支
給
）

　

利
用
者
は
、
事
前
の
登
録
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
示
し
て
い
る
店

舗
・
施
設
・
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
訪
れ
た

際
、
次
の
手
順
で
登
録
を
行
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
１

　

店
舗
、
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
掲

示
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド（
※
１
）

を
、
訪
れ
る
た
び
に
読
み
取
る
。

ス
テ
ッ
プ
２

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
後
の
画

面
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報（
※

２
）ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
※
３
）

を
登
録
す
る
。

ス
テ
ッ
プ
３

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
た
店
舗
・

施
設
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
陽
性
者
の
利

用
が
判
明
し
た
場
合
、
次
の
注
意
喚
起

情
報
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

〇 
陽
性
者
と
同
一
日
に
利
用
し
た
店
舗

な
ど
の
名
称
と
利
用
日

〇
感
染
拡
大
予
防
行
動
の
お
願
い

〇 

体
調
に
不
安
が
あ
る
場
合
や
症
状
が

あ
る
場
合
な
ど
の
相
談
窓
口

※
1
： 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
版
か
メ
ー
ル
版
の

ど
ち
ら
か
を
読
み
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
２
： 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
版
は「
兵
庫
県
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
パ
ー
ソ
ナ
ル

サ
ポ
ー
ト
」と
の
友
だ
ち
登

録
が
必
要
で
す
。

※
３
： 

メ
ー
ル
版
は「@

h
yo

g
o

-

tsu
ise

k
i.jp

」
か
ら
の
メ
ー

ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設

定
が
必
要
で
す
。

① 

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
、
外

出
を
控
え
る

② 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
は
、

不
要
不
急
の
外
出
を
自
粛

③ 

感
染
者
が
多
数
発
生
し
て
い
る
都
道

府
県
や
人
口
密
集
地
へ
の
不
要
不
急

の
移
動
を
自
粛

 

④ 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
基
づ
く
感
染

症
防
止
策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
施
設

へ
の
出
入
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

自
粛

⑤ 

多
人
数
で
の
会
食
は
慎
重
に
行
う
、

飲
食
し
な
が
ら
大
声
で
の
会
話
や
回

し
飲
み
は
避
け
る

⑥ 

３
密
の
回
避
、身
体
的
距
離
の
確
保
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、「
ひ
ょ
う
ご
ス

タ
イ
ル
」へ
の
取
り
組
み

⑦ 

兵
庫
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
追
跡

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
、
国
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ
リ「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」の
利
用

兵
庫
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

追
跡
シ
ス
テ
ム

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
た
め
の
注
意
点

　

７
月
中
旬
よ
り
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
県
よ
り
、
赤
穂
健
康
福
祉
事
務
所
管
内（
赤
穂
市
）

に
お
い
て
も
複
数
名
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
、
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

追
跡
シ
ス
テ
ム
利
用
手
順

事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
営
業
再
開
が
進

む
店
舗
・
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

通
じ
た
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
す
。
兵
庫
県
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
追
跡
シ
ス
テ
ム
へ

登
録
し
、
店
舗
・
施
設
・
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
掲
示
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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個
人
事
業
税
第
１
期
分
お
よ

び
個
人
住
民
税（
普
通
徴
収
）

第
２
期
分
の
納
期
限
は
８
月
31

日
（
月
）で
す
。

　

最
寄
り
の
銀
行
な
ど
の
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｐ
ａ
ｙ

-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ

（
ペ
イ
ジ
ー
）対
応
金
融
機
関
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

納
税
に
は
口
座
振
替
制
度
が

便
利
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
納
税
が
困
難
で
、
事

業
所
な
ど
に
係
る
収
入
が
概
ね

20
％
以
上
減
収
し
た
、
な
ど
の

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
最
大
１
年
間
、
無
担
保
、

延
滞
金
な
し
で
県
税
ま
た
は
市

税
の
徴
収
の
猶
予
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
収
入
の
減
少
な
ど
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
で

も
、
ほ
か
の
猶
予
制
度
を
利
用

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、

県
税
事
務
所
ま
た
は
税
務
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
税
係（
税
額
に
関
す
る
こ
と
）　

☎
43
・
６
８
０
３

徴
収
係　
（
納
税
に
関
す
る
こ
と
）　

☎
43
・
６
８
０
５

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

龍
野
県
税
事
務
所　
　

☎
０
７
９
１
・
63
・
５
６
７
０

ＦＡＡ
０
７
９
１
・
63
・
２
５
６
０

個
人
事
業
税
・

個
人
住
民
税
の
納
税

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
納
税
が
困
難

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
生
活
習
慣
病
健
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う

対象保険税額 前年の合計所得金額等 減免の割合（D）

保険税額（A）×
減少が見込まれる事業収入等の前年所得金額（B）

／全員の前年合計所得金額（C）

前年の合計所得にかかわらず、
事業等の廃止・失業

全部

３００万円以下 全部

４００万円以下 10分の８

５５０万円以下 10分の６

７５０万円以下 10分の４

１，０００万円以下 10分の２

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
人
へ

●
保
険
税
の
減
免
の
対
象
と
な
る
人

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
主
な
生
計
維
持

者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
の
人

　

→
保
険
税
を
全
額
減
免

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
主
な
生

計
維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
人

　

→
保
険
税
の
一
部
を
減
額

●
保
険
税
の
一
部
が
減
額
さ
れ
る
具
体
的
な
要
件

　

世
帯
の
主
な
生
計
維
持
者
に
つ
い
て

⑴ 

事
業
収
入
や
給
与
収
入
な
ど
、
収
入
の
種
類
ご
と
に
み
た

収
入
の
い
ず
れ
か
が
、
前
年
に
比
べ
て
10
分
の
３
以
上
減

少
す
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
。

⑵ 

前
年
の
所
得
の
合
計
額
が
１
，０
０
０
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。

⑶ 

収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
種
類
の
所
得
以
外
の
前
年
の
所

得
の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

●
減
免
申
請
受
付
期
限

　

令
和
３
年
３
月
31
日
（
水
）

●
そ
の
他

　

 

対
象
に
な
る
か
ど
う
か
、
申
請
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
ま
た
は
市
民
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　
　
　
　

市
民
税
係　

☎
43
・
６
８
０
３

ＦＡＡ
43
・
６
８
９
２

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
次
の
要
件
を

満
た
す
人
は
、
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
「
保
険
税
」
と
い
い
ま

す
。）が
減
免
と
な
り
ま
す
。

【保険税の減免額計算方法】減免対象保険税額（A×B/C）に減免率（D）をかけた金額

●
対
象
者

　

 

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
20
歳
以
上

の
人

※ 

年
齢
に
よ
り
受
診
で
き
る
健
診（
検

診
）内
容
は
異
な
り
ま
す
。

●
健
診
会
場
で
実
施
す
る
健
診
（
検
診
）

　

 

特
定
健
診（
基
本
健
診
）・
フ
レ
イ

ル
健
診
・
が
ん
検
診（
肺
・
胃
・
大

腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
）・
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
（
過
去
に
未
受
診
の
人

の
み
）・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診（
今
年

度
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・
60

歳
・
65
歳
・
70
歳
に
な
る
人
の
う
ち

過
去
に
未
受
診
の
人
は
無
料
。）

※ 

各
健
診
（
検
診
）
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、広
報
あ
こ
う
４
月
号
と
同
時

配
布
の「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の

ご
案
内
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

　

 「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」

に
添
付
し
て
い
る「
受
診
申
込
は
が

き
」で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※「
生
活
習
慣
病
健
康
診
査
の
ご
案
内
」

　

 

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
赤
穂
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
内
）、
市
役
所
１
階
情

報
コ
ー
ナ
ー（
市
民
課
前
）、
各
地
区

公
民
館
、
総
合
福
祉
会
館
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

※ 

健
診
日
程
・
会
場
な
ど
詳
し
く
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

今
年
度
、
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
を
対

象
に「
フ
レ
イ
ル
健
診
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」と
は
、
心
身
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
が
、
加
齢
や
病
気
な
ど
に
よ

っ
て
低
下
し
た
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

フ
レ
イ
ル
健
診
は
、
質
問
票
を
用
い

て
問
診
を
行
い
、
心
身
の
健
康
状
態
を

確
認
し
ま
す
。

　

健
や
か
で
自
立
し
た
暮
ら
し
を
長
く

保
つ
た
め
に
、
フ
レ
イ
ル
に
早
く
気
づ

き
、予
防
や
改
善
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
46
・
８
７
０
１

ＦＡＡ
46
・
８
７
０
５

フ
レ
イ
ル
健
診
を

実
施
し
て
い
ま
す

夏
期
に
お
け
る

水
難
・
山
岳
遭
難
の
防
止

▽ 

ふ
ざ
け
て
遊
泳
者
に
抱
き
つ
い

た
り
、
押
さ
え
た
り
し
な
い
。

▽ 

水
辺
で
は
子
ど
も
か
ら
目
を
離

さ
な
い
。

▽ 

救
命
胴
衣
を
着
用
す
る
。

▽ 

日
程
・
ル
ー
ト
、
装
備
品
な
ど

の
登
山
計
画
を
立
て
る
。

▽ 

登
山
届
を
管
轄
す
る
警
察
署
へ

提
出
す
る
。

▽ 

オ
ン
ラ
イ
ン
登
山
届
受
理
シ
ス

テ
ム「
コ
ン
パ
ス
」の
活
用
。

水
難
事
故
防
止

山
岳
遭
難
防
止

●
問
い
合
わ
せ
先

　

赤
穂
警
察
署
地
域
課

☎
43
・
０
１
１
０

　

救
急
医
療
週
間
行
事
の
一
環
と

し
て
、
救
急
業
務
へ
の
正
し
い
知

識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
市
内

の
小
学
６
年
生
と
中
学
２
年
生

か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
ポ
ス

タ
ー
・
イ
ラ
ス
ト
を
次
の
と
お
り

展
示
し
ま
す
。

●
期
間

　

９
月
６
日（
日
）～
13
日（
日
）

●
場
所

　

イ
オ
ン
赤
穂
店
２
階

●
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
救
急
課

☎
43
・
６
８
８
４

ＦＡＡ
45
・
０
１
１
９

　

毎
年
９
月
９
日
は「
救
急
の

日
」で
す
。
こ
の
日
を
含
む
１
週

間（
今
年
は
９
月
６
日（
日
）～
12

日（
土
））を「
救
急
医
療
週
間
」と

定
め
、
救
急
業
務
な
ど
の
普
及

啓
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
な
ど

に
よ
り
普
通
救
命
講
習
な
ど
は

中
止
し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

９
月
９
日
は
救
急
の
日

救
急
ポ
ス
タ
ー
・

イ
ラ
ス
ト
展
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国民年金掲示板

「受け取る年金を増やしたい」・・・このような制度があります！

●付加保険料で増額

　月額16,540円の保険料に加え、月400円の付加

保険料を納付すれば、年金を「年200円×納付月数」

分増やすことができます。　　

例：付加保険料を５年間納付した場合

　　納めた保険料→400円×60月＝24,000円

　　付加年金額→200円×60月＝年額12,000円

　２年間の受給で元が取れ、その後も増額した年金

を一生受け取ることができます。

●任意加入で増額

　「60歳になったが年金の見込み額が少ない」こんな

とき、任意加入制度で年金を増やすことができます。

例：60歳～ 65歳の５年間任意加入で納付した場合

　　納めた保険料→16,540円×60月＝992,400円

　　増える年金額→19,543円×５年≒97,715円

 医療介護課 国保年金係　☎４３・６８１３　FAX４３・６８９２

ジェネリック医薬品（後発医薬品）差額通知にご理解を！

国保だより

　国民健康保険では、病院や薬局からお薬をもらっている人で、ジェネリック医薬品に切り替えた場合の自

己負担額の削減額が一定額以上見込まれる人を対象に「ジェネリック医薬品差額通知書」を年２回送付してい

ます。（必ずしも全員に通知書が届く訳ではありません。）

　ジェネリック医薬品は、特許期間の過ぎた新薬（先発医薬品）と同等の効き目があり、価格が３割～５割程

度も安いというメリットがあります。

　ジェネリック医薬品への切り替えは、窓口での自己負担額が減るだけでなく、国保全体の医療費抑制にも

つながります。

　ジェネリック医薬品への切り替えについては、お医者さんや薬剤師さんにご相談ください。

社会福祉法人が運営主体となっている事業所で、下表の介護保険サービスを利用した場合、住民税非課税
世帯であり、次の①～⑤の要件すべてに該当する人は、申請により、利用者負担額などが軽減されます。

① 年間収入が単身世帯で150万円、世帯員が一人増えるごとに50万円を加算した額以下である
② 預貯金などの額が単身世帯で350万円、世帯員が一人増えるごとに100万円を加算した額以下である
③ 日常生活に供する資産以外に活用できる資産がない
④ 負担能力のある親族などに扶養されていない
⑤ 介護保険料の滞納がない

  
 医療介護課 国保年金係　☎４３・６８１３　FAX４３・６８９２

●申請に必要なもの

　① 世帯全員の年金収入額のわかるもの（年金額改定通知書の写し、年金振込通知書の写しなど）

　② 世帯全員の預貯金などの状況がわかるもの（通帳の写し、有価証券の写しなど）

　③ 医療保険の扶養状況がわかるもの（後期高齢者医療加入者の人は不要）

　④ 印鑑（認印）

　国保に加入している人が、新たに職場の健康保険に加入する場合は、必ず国保の脱退の届出をしてくださ

い。（職場が手続きをしてくれることはありません。）

▷脱退の届出が遅れると・・

　資格の喪失後に国保の保険証を使って診療を受けると、国保が負担した医療費をあとで返還していただく

ことになります。

　職場の健康保険の資格がなくなったとき（被扶養者でなくなったとき）は、国保加入の手続きが必要です。

▷加入の届出が遅れると・・

　加入の届出をした日ではなく、国保加入資格を得た日までさかのぼって、国民健康保険税を納めていただ

くことになります。

健康保険の資格に異動はありませんか？

　約10年間の受給で元が取れ、その後も増額した

年金を一生受け取ることができます。

●追納で増額

　保険料免除、納付猶予、学生納付特例が承認され

た期間は、保険料を納めた場合よりも老齢基礎年金

の受取額が少なくなります。

例： ２年間学生納付特例制度の承認を受け、追納しな

かった場合、年金が年額約４万円減額されます。

　免除などの承認を受けてから10年以内であれば、

保険料を納付することができます。ただし、承認を

受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追

納するときは、加算額がつきます。

民間業者への委託について

　納め忘れとなっている国民年金保険料の納付や免除

など申請手続きの案内を民間業者に委託しています。

　民間業者が訪問する場合、日本年金機構が発行した

顔写真入りの身分証明書を必ず提示します。なお、委

託業者が現金をお預かりすることは決してありません。

※委託業者名　㈱バックスグループ

　問姫路年金事務所　☎０７９・２２４・６３８２

FAX０７９・２２４・０８３８

軽減対象介護保険サービス 軽減対象費用 軽減割合

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

利用者負担額
※食費および居住費

1/4
（ただし、老齢福祉年金受給者は1/2）

短期入所生活介護
介護予防短期入所生活介護（ショートステイ）

利用者負担額
※食費および滞在費

訪問介護
第一号訪問事業のうち介護予防訪問介護相当事業

（自己負担割合が介護給付と同様のものに限る）
利用者負担額

介護保険相談室

社会福祉法人による利用者負担の軽減制度
高齢者を見守る支えるネットワーク

医療介護課 介護保険係　☎ ４３・６９４７　FAX４３・７１３８
  

１年分の保険料を納めることで
老齢基礎年金が増額される目安　

　　781,700 円（2 年 4 月時点の満額の年金額）/40 年
≒ 19,543 円（年額）増額

　東浜塩田の最も外側の防潮堤は「大土手」と呼ばれ、寛文7年（1667）
に築造されました。現在、防潮堤自体は大きく改修されていますが、
御崎に近い東端部付近には、一部で古い大土手の石積みを見ることが
できます。この大土手の東から水尾が塩田内に張り巡らされ、東浜塩
田の隅々まで海水が引き込まれていました。また、この水尾に土砂が
堆積しないように、大土手から海に伸びる石積みの波止が築かれてい
ます。その築造年はよくわかりませんが、天明6年（1786）の絵図にす
でに描かれています。

6

No.11【東浜塩田の防潮堤と波止】

問文化財課　☎４３・６９６２

FAX４３・６８９５

　東浜塩田跡に立地する県立赤穂海浜公園内には、「瀬戸内海と塩」をメ
インテーマとした市立海洋科学館と、各時代の塩田が復元された「塩の
国」があります。復元された入浜塩田はかつての塩田地盤をそのまま
利用したもので、塩田のほか釜屋・鹹

か ん す い

水槽・塩納屋などの関連施設も
あわせて復元されています。流下式塩田には枝条架と流下盤が復元さ
れ、ここで実際につくられた鹹水（濃度を高めた海水）を使って釜焚き
実演や塩づくり体験が行われています。また、塩の国の隣には、当時
の水

み お

尾の一部が残されており、往時の塩田の雰囲気を感じることがで
きます。

No.10【赤穂市立海洋科学館・塩の国と水尾】
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図書館 〜 Library 〜
ら い ぶ ら り

http://www.ako-city-lib.com

「おべんとうひゅーるひゅる」

古内 ヨシ

　今日は楽しいピクニック。

きつねくんがおべんとうを取

り出すと、トンビが空から

ひゅーるひゅる。「いっただき

ま～す !」と、エビフライをく

わえて飛んで行ってしまい…。

「ざんねんないきもの事典　

さらに」　　　　　今泉 忠明

　「チンチラはぬれたらもう

乾かない」「ライオンは草に苦

しめられる」…。進化の結果、

なぜかちょっと残念な感じに

なってしまった生き物たちを

楽しいイラストとともに紹介。

「おうちでしあわせ　日本全

国まるごとおとりよせ便」

たかはし みき

　おうちにいながら全国おい

しいもの巡り ! おとりよせが

可能な選りすぐりの逸品を、

写真よりもおいしそうなイラ

ストで紹介。

「イエロー・サブマリン」　

小路 幸也

　四世代が同居する堀田家に

不思議な事件が舞い込む。伝

説の作家のアトリエに潜む秘

密、紺に届いた盗作を訴える

手紙…。バンドワゴンの面々

は強い絆をもって立ち向かう。

「
め
ん
ど
く
さ
い
本
屋
」／
竹
田　

信
弥

「
は
じ
め
て
の
渋
沢
栄
一
」／
渋
沢
研
究
会

「
負
け
て
た
ま
る
か
！
日
本
人
」／
丹
羽　

宇
一
郎

「
東
洋
医
学
式
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
の
養
生
術
」／
鈴
木　

知
世　

「
極
上
ず
ぼ
ら
飯
」／
だ
れ
ウ
マ

「
つ
る
バ
ラ
の
選
び
方
・
育
て
方
・
仕
立
て
方
」／
村
上　

敏

「
希
林
の
コ
ト
ダ
マ
」／
椎
根　

和

「
人
生
論
あ
な
た
は
酢
ダ
コ
が
好
き
か
嫌
い
か
」／
佐
藤　

愛
子

「
任
俠
シ
ネ
マ
」／
今
野　

敏

「
き
た
き
た
捕
物
帖
」／
宮
部　

み
ゆ
き

「
う
さ
ぎ
に
な
っ
た
ゆ
め
が
み
た
い
の
」／
お
く
は
ら　

ゆ
め　
　

「
ど
う
ぶ
つ
ク
ッ
キ
ー
」／
彦
坂　

有
紀

「
僕
た
ち
の
部
活
動
改
革
」／
神
谷　

拓

「
ま
ち
が
い
な
く
名
探
偵
」／
杉
山　

亮　

「
ロ
ウ
リ
ー
の
い
い
子
日
記
」／
ジ
ェ
フ
・
キ
ニ
ー

●夏の朗読会
　日時：８月29日（土）午前11時～正午
　場所：視聴覚室
　内容：朗読グループによる朗読など
※どなたでも自由に参加（聴講）できます。
●「朗読・話し方講座」（全３回）受講者募集！
　日程：９/12（土）、９/26（土）、10/10（土）
　時間：午前10時15分～ 11時45分
　場所：集会室
　定員：15名
　受講料：無料
　講師：アナウンスプランナー　水野　かおり氏
　対象：朗読・話し方に興味のある人
●「ストーリーテリング講座」受講者募集！
　日程・内容：
　　①10/ ７（水）「こどもの心を育むもの」
　　②11/ ４（水）「おはなしを選ぶ① - 昔話」
　　③12/ ９（水）「おはなしを選ぶ② - 創作」
　　④１/20（水）「おはなし会の実際」
　　⑤２/17（水）「おはなしを楽しむ」
　時間：午前10時15分～ 11時45分
　場所：集会室
　定員：15名
　受講料：無料
　講師：姫路おはなしの会　小栗栖　真弓氏
　対象：ストーリーテーリングに興味のある人
●問い合わせ先

　図書館　☎４３・０２７５　FAX４３・６２９１

広 告

赤穂市民病院からのお知らせ

●対象とならない人　

　救急患者（緊急やむを得ない場合に限る）・当院の他の診療科を受診している患者・各種公費負担

医療制度の受給対象者・特定健康診査、がん検診などの結果により精密検査受診の指示を受けた人・

治験、労災、公務災害、交通事故、自費診療の患者・外来受診から継続して入院した患者　など

　初診時・再診時選定療養費は、「初期の治療はかかりつけ医で行う」、「高度・専門医療は大病院で行う」

という、医療機関の機能分担の推進を目的として徴収するものです。令和２年度の診療報酬改定にお

いて、市民病院も 10 月から徴収が義務づけられました。保険診療の初診料などとは別に負担いただ

く費用ですが、紹介状持参の人や、下記の「対象とならない人」は対象外です。制度の趣旨をご理解い

ただき、ご協力をお願いします。

種　類 対　　象 ９月30日まで 10月１日から

初診時
選定療養費

初診の際に、
紹介状なしで受診する場合

825円（税込み）
　医科　5,500円（税込み）
　歯科　3,300円（税込み）

再診時
選定療養費

治療により状態が落ち着いた
後、当院担当医が他の医療機関
への紹介を申し出た後も当院で
の診療を希望し受診する場合

なし
受診の都度、

　医科　2,750円（税込み）
　歯科　1,650円（税込み）➡新設

➡改定

10 月から初診時・再診時の選定療養費を改定・新設

看護師の職場復帰のための研修

　あなたの力を待っています！看護師免許をもう一度いかして、一緒に看護を実践しませんか。

　「ブランクが長いから無理かなぁ」、「子育て中でも働けるかなぁ」など再就職に不安をお持ちの人、

今すぐ再就職はできないけれど復帰を考えている人などを対象に市民病院職員がお話を伺います。

　興味がある人は、気軽にご参加ください。

● 参加条件　看護師免許を有し、将来的に臨床現

場への復帰を希望する人

※当院への就職が、受講の条件ではありません。

●募集人数　5 人程度

●日時　９月 29 日（火）

午前 9 時 30 分～午後３時

●場所　市民病院 4 階寺子屋

● 服装　▷ ユニフォームは病院で用意します。（申

込時に、洋服のサイズと身長をお知ら

せください。）

　　　　▷髪が長い人は束ねてください。

　７月１日（水）から午前中だけではなく平日

午後も初診患者を受け付けています。

●受付時間　午後０時30分～４時

● 問い合わせ先　消化器内科

　☎４３・３２２２（代）　FAX４３・８４３９

　今年度実施を予定していました肝臓病教室

は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止します。

● 問い合わせ先　地域医療室

　☎４３・３２２２（代）　FAX４３・８４６５

肝臓病教室中止について消化器内科より

●準備物品　筆記用具、白系の運動靴など（上履き）

※お弁当・お茶は必要に応じてご準備ください。

● 申込方法　９月１日（火）までに、受講申込書に

氏名、住所などを明記し、メール、FAX または、

電話でお申し込みください。

● その他　未就学児のお子さまをお預かりするこ

とができます。（申込時にお知らせください。）

※過去に研修を受講した人も受講可能です。

●申し込み・問い合わせ先　教育担当：高木

　☎４３・３２２２（代）　FAX４３・０３５１

　メール　kango1090@amh.ako.hyogo.jp

● 問い合わせ先　医療課　☎４３・３２２２（代）　FAX４３・８４３９
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● 
勤
務
地　

市
民
病
院

● 

業
務
内
容　

電
子
カ
ル
テ
へ

の
診
察
内
容
の
入
力
代
行
や

意
見
書
、
診
断
書
等
医
療
文

書
の
作
成
代
行
な
ど

● 

募
集
人
数　

若
干
名

●  

勤
務
時
間　

午
前
８
時
20
分

～
午
後
４
時
20
分（
７
時
間
）

● 

給
与　

１
３
９
，８
７
８
円

～
１
４
４
，１
８
６
円

● 

採
用
予
定　

随
時

● 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
病
院
総
務
課

☎
43
・
６
４
１
４

ＦＡＡ
43
・
０
３
５
１

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
と
手

話
へ
の
理
解
を
広
め
、
地
域
に

お
い
て
、
共
に
生
き
る
社
会
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
手
話

の
学
習
経
験
の
な
い
人
を
対
象

に
入
門
講
座（
全
20
回
）を
開
催

し
ま
す
。

● 

日
程　

９
月
～
令
和
３
年
２

月
の
毎
週
火
曜
日（
１
月
５
日

は
除
く
）午
後
７
時
～
９
時

● 

場
所　

市
役
所
会
議
室

● 

受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

● 

定
員　

10
人

● 

申
込
期
限　

８
月
21
日（
金
）

●
申
込
・ 

問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
43
・
６
８
３
３

ＦＡＡ
45
・
３
３
９
６

　

10
代
～
90
代
の
幅
広
い
世
代

の
学
生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、
約
３
０
０
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

● 

資
料
請
求　

無
料

●
出
願
期
間　

　

第
1
回　

8
月
31
日（
月
）

　

第
２
回　

9
月
15
日（
火
）

 

● 

問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学

姫
路
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

☎
０
７
９
・
２
８
４
・
５
７
８
８

ＦＡＡ
０
７
９
・
２
８
４
・
５
８
１
２

【
俳
句
会
】

● 

兼
題　

四
季
を
通
じ
て
雑
詠

出
句
数　

５
句
以
内

● 

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人

● 

応
募
締
め
切
り

　

8
月
20
日（
木
）必
着

●  

出
句
料　

１
，０
０
０
円

※ 

現
金
ま
た
は
郵
便
小
為
替

● 

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用

紙
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

郵
送
で
応
募
ま
た
は
市
民
会

館
、
各
地
区
公
民
館
に
提
出

● 

応
募
先　

 

赤
穂
俳
句
愛
好
会

　

〒
６
７
８
‐
０
２
１
１

　
　

南
宮
町
３
‐
14

　
　
　

武
本
敬
子
方

　

ま
た
は
、
市
民
会
館
お
よ
び

各
地
区
公
民
館

● 

俳
句
会　

10
月
1
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
出
句

　

市
民
会
館
1
階
大
会
議
室

● 

席
題　

俳
句
会
当
日
午
前
9

時
30
分
ご
ろ
句
会
場
に
掲
示

●
選
者　

永
井　

由
紀
子
氏

（
天
為
同
人
）

● 

そ
の
他　

募
集
要
項
は
市
民

会
館
お
よ
び
各
地
区
公
民
館

に
あ
り
ま
す
。

【
短
歌
会
】

● 

詠
草　

一
人
2
首　

は
が
き

に
楷
書
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詠
草
の
末
尾
に
住
所
・
氏
名
、

短
歌
会
の「
参
加
」・「
不
参
加
」

も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
人

● 

応
募
締
め
切
り

　

9
月
23
日（
水
）
　
必
着

● 

応
募
方
法　

 

郵
送
で
応
募

● 

応
募
先　

 

赤
穂
短
歌
の
会

　

〒
６
７
８
‐
０
１
６
３

　
　

高
雄
１
８
７
６
‐
１

　
　
　

尼
子
勝
義
方

　

ま
た
は
、

　

〒
６
７
８
‐
０
２
３
３

　

市
民
会
館

　
　

加
里
屋
中
洲
３
‐
55

● 

短
歌
会　

10
月
3
日（
土
）

　

午
後
２
時
～

　

市
民
会
館
１
階
大
会
議
室

● 

講
師　

尼
子　

勝
義
氏

（
新
ア
ラ
ラ
ギ
）

問
市
民
会
館
☎
43
・
７
４
５
０

ＦＡＡ
43
・
８
４
４
０

● 

日
時　

９
月
２
日（
水
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

● 

会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

● 

定
員　

１
７
８
人（
先
着
順
・

要
申
し
込
み
）

● 

参
加
費　

無
料

● 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ　

大
黒
舞
・

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏

● 

講
師　

谷　

五
郎
氏（
ラ
ジ

オ
・
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
）

● 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
 

消
費
者
協
会
事
務
局（
市
民

対
話
課
）
☎
43
・
６
８
１
８

　
　
　
　
　

ＦＡＡ
43
・
６
８
１
０

引越し＆大掃除で出た不用品の処分でお困りではありませんか？

　

国
際
交
流
協
会
で
は
、
国
際

協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
写
真
展
と

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

【
写
真
展
】

●
日
時　

８
月
26
日（
水
）・

28
日（
金
）～
30
日（
日
）

●
場
所　

図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
講
演
会
】

●
日
時　

８
月
30
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

● 

場
所　

図
書
館
視
聴
覚
室

● 

問
い
合
わ
せ
先

　

 

国
際
交
流
協
会（
市
民
対
話

課
）　

  　

☎
43
・
６
８
１
８

ＦＡＡ
43
・
６
８
１
０

　

い
じ
め
、
体
罰
、
児
童
虐
待

な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
日
時

▽
８
月
28
日（
金
）・
31
日（
月
）

～
９
月
３
日（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

▽
８
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

●
電
話
番
号

　

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

（
全
国
共
通
・
無
料
）

●
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

問
神
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
８
・
３
９
２
・
１
８
２
１

（
内
線
３
４
５
）

ＦＡＡ
０
７
８
・
３
９
２
・
０
１
８
０

　

法
務
局
で
の
自
筆
証
書
遺
言

保
管
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

遺
言
は
相
続
を
巡
る
紛
争

を
防
止
す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま

す
。
自
筆
証
書
遺
言
は
自
書
さ

え
で
き
れ
ば
本
人
の
み
で
作
成

で
き
ま
す
。
ご
自
身
の
財
産
を

家
族
へ
確
実
に
託
す
方
法
と
し

て
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
活
用
く
だ

さ
い
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
龍
野
支
局

☎
０
７
９
１
・
63
・
３
２
２
１

ＦＡＡ
０
７
９
１
・
63
・
３
２
２
2

　

市
内
在
住
の
男
性
60
歳
以
上
、

女
性
58
歳
以
上
の
人
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
は
な
く
自
分
に
合
っ
た

働
き
方
を
探
し
た
い
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
た
い
な
ど
、
シ
ル

バ
ー
で
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
入
会

説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
入
会
説
明
会

・ 

場
所　

セ
ン
タ
ー
事
務
所

・
日
時　

８
月
26
日（
水
）

９
月
14
日（
月
）・
23
日（
水
）

午
後
1
時
30
分
～

●
お
仕
事
承
り
ま
す

　

施
設
な
ど
の
管
理
業
務
、
簡

易
な
大
工
仕
事
、
家
事
手
伝
い
、

人
材
派
遣
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
43
・
７
２
０
０

ＦＡＡ
43
・
４
６
８
７

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
し
ま
す
。

問
中
央
公
民
館☎

43
・
７
４
５
０

ＦＡＡ
43
・
８
４
４
０

　

８
月
か
ら
令
和
３
年
２
月
に

か
け
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

工
事
に
伴
い
８
月
20
日（
木
）

か
ら
11
月
30
日（
月
）の
間
、
一

部
を
除
き
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
尾
崎
公
民
館☎

42
・
２
１
３
９

ＦＡＡ
42
・
０
９
３
５

● 

日
時　

９
月
９
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

● 

場
所　

県
立
赤
穂
海
浜
公
園 

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
内 

キ

ャ
ン
パ
ー
ズ
ル
ー
ム

● 

定
員　

先
着
30
人

● 

参
加
費　

２
，５
０
０
円

● 

申
込
方
法

▽
窓
口
・
電
話

　

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

▽
F
A
X

　

 

氏
名
、
電
話
番
号
を
花
と
緑

の
教
室
担
当
者
宛
て
に
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
め
切
り

　

８
月
26
日（
水
）

問 

海
浜
公
園
管
理
事
務
所

☎
45
・
０
８
０
０

ＦＡＡ
45
・
０
１
８
３

萬代総合事務所
～お気軽にご相談下さい～

☎（0791）42-5786　赤穂市尾崎3129-3

破産、調停、民事再生等借金の法的整理
及び貸金売掛金等の法的請求、境界紛争裁判外解決

●登記　　●測量　　●境界紛争　　●成年後見

●許認可　●登録　　●訴訟　　　　●他

司法書士 行政書士 土地家屋調査士

広 告

お知らせ

赤
穂
観
月
・

芸
能
の
夕
べ
中
止

お知らせ

シ
ル
バ
ー人
材
セ
ン
タ
ー

募集

放
送
大
学
10
月
入
学
生

お知らせ

尾
崎
公
民
館

エ
レ
ベ
ー
タ
設
置
工
事

募集

第
59
回
市
民
文
化
祭

俳
句
会
・
短
歌
会

お知らせ

設
立
50
周
年
記
念

消
費
者
の
つ
ど
い

　

広
報
あ
こ
う
掲
載
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め「
中
止
・
延
期
」と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
の

有
無
な
ど
詳
し
く
は
、
主
催

者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お知らせ

花
と
緑
の
教
室
「
多
肉
植
物

の
寄
せ
植
え
と
管
理
法
」

お知らせ

国
際
理
解
講
座

募集

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
課
程
）
受
講
生

募集

医
師
事
務
作
業
補
助

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

お知らせ
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

お知らせ

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
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情報コーナー情報コーナー

赤穂市文化会館

チケット予約専用　☎ 43・5144　FAX 43・5950
ホームページ　http://www.ako-harmony.jp/

Facebook　https://www.facebook.com/akoharmony
自主事業のお知らせはFacebookで配信中！！

主催（公財）赤穂市文化とみどり財団

☎４３ ・ ５１１１

　新型コロナウイルス感染拡大予防対策に万全を
期すため、会館利用の際は、下記項目を遵守して
ください。
　①手指消毒
　②マスク着用
　③3 密を回避

　次に該当する人は入館をお控えください。
　　1咳・咽頭痛がある人
　　2 発熱がある人
　　3 感染が拡大している国およびクラスター
　　　 発生源への訪問歴がある人
※会館利用について、そのほか詳しくは、ホーム
　ページ、または下記までお問い合わせください。

＜会館利用について＞

＜臨時休館について＞

　8 月 13 日（木）～16 日（日）は臨時休館します。
ご了承ください。

＜芸術文化公演再開緊急支援事業助成
のお知らせ＞

　新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン
を遵守し、公演を開催する主催者に対し施設基本
使用料金を助成します。
   ●対象施設：大ホール・小ホール
　●対象者：舞台芸術活動のために当館を使用す
　　　　　　る個人・団体
　●対象公演：実演により表現される音楽・舞踊・
　　　　　 　 演劇・古典芸能・演芸などの公演
　●助成額：1 日 1 事業（個人・団体）あたり施
　　　　　　設基本使用料金の 1/2 相当額
　●対象期間：7 月 1 日（水）～12 月 31 日（木）
※詳しくは、下記までお問い合わせください。

山崎喜代志法律事務所山崎喜代志法律事務所
弁護士がアドバイスします弁護士がアドバイスします

まずはお気軽にお電話ください

TEL.079-223-1772
土日祝日、早朝及び赤穂市内での相談も可能です。（要予約）

ホームページもご覧ください。

交通事故・離婚・相続問題
刑事事件・その他

赤穂市ホームページへの有料広告募集中　　秘書広報課　☎４３・６８７３

　赤穂市上下水道工事業協同組合より、手洗い用

自動水栓蛇口31台（取付工事を含む）を寄贈いた

だきました。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため保育

所・幼稚園・小学校・中学校のトイレ、手洗い場

の一部を自動水栓化し、学校園所での衛生管理に

活用します。ありがとうございます。

●上下水道工事業協同組合　

　 ㈲富士工業所、㈲大平工業所、㈲吉田設備工事、

㈱西原管工設備、千種建設㈱、㈲瀬戸内工業所、

㈱山本設備

手洗い用自動水栓蛇口の寄贈

33

義士たちのいとまごい状

曽我金助（早水藤左衛門）のいとまごい状

第

車いすの寄贈

　赤穂市身体障害者福祉

協会より、アルミトップ

回収リサイクル収益で購

入した車いすを、市民病

院に寄贈いただきまし

た。今回の寄贈で 15 台

目になりました。ありが

とうございます。

（７/ ９　市民病院）

　
　
　

27
回
で
大
高
源
五
の
い

　
　
　

と
ま
ご
い
状
を
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
今
回
は
早
水
藤

左
衛
門
・
三
村
次
郎
左
衛
門
・

小
野
寺
十
内
の
い
と
ま
ご
い
状

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

元
禄
15
年
（
１
７
０
２
）
10
月

７
日
、
早
水
藤
左
衛
門
は
大
石

内
蔵
助
・
潮
田
又
之
丞
・
菅
谷

半
之
丞
・
三
村
次
郎
左
衛
門
と

と
も
に
江
戸
へ
向
け
て
京
を
出

発
し
ま
し
た
。
こ
の
日
に
備

前
・
西さ

い

だ

い

じ

大
寺
の
実
兄
山
口
弥
右

衛
門
に
宛
て
て
送
っ
た
手
紙
で
、

「
曽そ

が我
金き

ん
す
け助

」
と
い
う
変
名
を
用

い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

 

亡
君
の
志
を
継
ぐ
こ
と
を
義

と
思
い
定
め
て
江
戸
へ
下
り

ま
す
。
老
父
の
嘆
く
の
を
顧
か
え
り

み
ず
、
忠
義
の
志
を
強
く
抱

く
こ
と
は
孝
の
道
に
欠
け
て

い
る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、

若
齢
の
こ
ろ
か
ら
父
の
教
え

に
従
っ
て
武
を
守
っ
て
き
た

う
え
は
、
忠
義
の
道
を
尽
く

さ
ず
し
て
何
を
志
と
い
う
べ

き
で
し
ょ
う
か
。
志
を
な
く

し
て
生
き
父
母
に
悪
名
を
立

て
る
の
と
、
死
ん
で
義
を
全
ま
っ
と

う
す
る
の
と
ど
ち
ら
を
選
ぶ

べ
き
か
身
内
で
も
話
し
合
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
親
子
の
情
け
、
兄

弟
の
親
し
み
、
子
孫
の
あ
わ　

お
し
ど
り
夫
婦
で
知
ら
れ
る

小
野
寺
十
内
と
妻
た
ん
。
小
野

（部分、元禄15年10月７日付
  山口弥右衛門宛、赤穂市立歴史博物館蔵）

れ
を
思
え
ば
涙
が
あ
ふ
れ
て

き
て
袂
た
も
と

を
濡ぬ

ら
す
こ
と
で
す
。

　

と
討
入
り
に
向
か
う
決
意
を

示
す
と
と
も
に
、「
義
」
と
「
孝
」
の

は
ざ
ま
で
揺
れ
動
く
心
の
内
を

吐と

ろ露
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
末

尾
に
は
「
地ち

水す
い

火か

風ふ
う

空く
う

乃の

う
ち
よ

り
出い
で

し
身
の　

た
と
ら
てで

帰
る

元
の
住
か
ゑ
」
の
辞じ

せ

い世
を
書
き
添

え
て
い
ま
す
。

寺
は
、
数
多
く
の
手
紙
を
た
ん

に
書
き
送
っ
て
い
ま
す
が
、
討

入
り
前
日
の
12
月
13
日
付
で
送

っ
た
別
れ
の
手
紙
に
は
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　

 

同
志
ら
が
心
を
尽
く
し
身
を

く
だ
い
た
甲か

い斐
あ
っ
て
よ
う

や
く
時
節
到
来
し
、
本
望
と

喜
び
勇
ん
で
い
ま
す
。
勝

負
は
互
い
の
天
運
次
第
で

す
。
か
ね
て
申
し
た
と
お
り
、

公こ

う

ぎ儀
の
お
咎と
が

め
を
受
け

屍

し
か
ば
ね

を
さ
ら
さ
れ
た
と
し
て
も
、

恨う
ら

ん
だ
り
憂う
れ

え
た
り
し
な
い

で
ほ
し
い
。
忠
義
に
死
ん
だ

体
を
天
下
の
武
士
に
見
せ
て

人
々
の
心
を
励
ま
す
こ
と
に

な
れ
ば
か
え
っ
て
本
望
で
す
。

万
一
、
あ
な
た
に
お
咎
め
が

及
ん
で
も
見
苦
し
い
こ
と
の

な
い
よ
う
に
。
何
事
も
な
け

れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
な
り
と

も
渡と

せ

い世
し
て
く
だ
さ
い
。

早
水
藤
左
衛
門
のい

と
ま
ご
い
状

小
野
寺
十
内
の

い
と
ま
ご
い
状

三
村
次
郎
左
衛
門
の

い
と
ま
ご
い
状

　
「
そ
の
日
」
も
近
づ
き
つ
つ
あ

る
元
禄
15
年
12
月
11
日
、
赤
穂

で
懇
意
に
し
て
い
た
町
人
と
思

わ
れ
る
菅
原
屋
留
助
に
宛
て
て

送
っ
た
も
の
で
、
後こ

う

じ事
、
特
に

老
い
た
母
へ
の
心
添
え
を
頼
ん

で
い
ま
す
。

　

三
村
は
お
そ
ら
く
訳
も
言
わ

ず
に
旅
立
っ
て
い
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
前
々
か
ら
心
に
決
め
て

い
た
こ
と
と
し
て
亡
君
の
敵
討

ち
の
盟
約
に
加
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
明
か
し
、
江
戸
下
向
前
、

秋
に
い
と
ま
ご
い
の
た
め
赤
穂

に
戻
っ
た
と
き
の
こ
と
を
回
想

し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

ま
す
。

　

 

母
に
会
っ
た
際
、
一
生
の
い

と
ま
ご
い
と
未
練
も
残
り
ま

　

義
士
た
ち
の
い
と
ま
ご
い
状

に
は
、
忠
義
に
死
ぬ
覚
悟
を
示

し
な
が
ら
も
、
身
内
へ
の
後
ろ

髪
を
ひ
か
れ
る
思
い
が
切
々
と

つ
づ
ら
れ
、
今
な
お
わ
た
し
た

ち
の
胸
を
打
ち
ま
す
。

（
赤
穂
市
史
編
さ
ん
担
当小

野
真
一
）

し
た
が
、
盟
約
の
こ
と
は
い

っ
さ
い
口
に
せ
ず
、
無
事
に

帰
る
な
ど
と
言
っ
て
心
中
で

涙
し
、
母
の
後
ろ
姿
を
拝
む

ば
か
り
で
し
た
。
亡
君
の
た

め
と
は
い
い
な
が
ら
老
い
た

母
の
心
を
欺
あ
ざ
む

い
た
の
は
不
孝

の
至
り
と
は
思
い
ま
す
が
、

義
の
道
を
は
ず
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
な
た

か
ら
母
に
お
わ
び
を
言
っ
て

く
だ
さ
い
。
人
に
は
必
ず
死

期
が
あ
り
、
親
子
と
い
え
ど

も
一
度
は
別
れ
の
と
き
が
く

る
も
の
で
す
。
嘆
き
悲
し
ま

ず
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
仏

参
の
お
勤
め
を
し
て
く
れ
る

よ
う
母
に
言
い
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

と
懇
願
し
、
く
れ
ぐ
れ
も
老
母

の
行
く
末
を
頼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
追
っ
て
書
き
で
は
、
娘

の
こ
と
に
も
触
れ
て
い
ま
す
。

幼
少
で
あ
る
の
で
将
来
の
こ
と

は
い
か
よ
う
に
で
も
な
る
と
は

い
う
も
の
の
不ふ

び

ん憫
に
思
う
と
書

い
て
い
ま
す
。

寄贈いただいた自動水栓を
使う保育所児（塩屋保育所）
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8/11 ～ 9/15健康・相談

人口の動き（6月） 住民基本台帳登録者人口

世帯数 20,549 戸 （ + 5）

人口 47,004 人 （ － 38）

男 22,736 人 （ － 17）

女 24,268 人 （ － 21）

 （　）内は前月比
◎6月中の異動

出生 16 人（－ 2 ） 転出 66 人（－ 3）

死亡 47 人（＋ 8） その他増 0 人（－ 1）

転入 60 人（＋ 14） その他減 1 人（＋ 1 ）

 （　）内は前月比

交通事故発生状況
区分 6月 2020年累計

発生件数 77（ - 32） 484（ - 93）

　人身 15（ - 1） 54（ - 14）

　物損 62（ - 31） 430（ - 79）

死者 0（± 0） 1（± 0）

重傷 3（ - 1） 5（ - 4）

軽傷 14（± 0） 54（ - 12）

 （　）内は前年比

火災・救急状況
区分 6月 2020年累計
火災 1（ ± 0） 11（ ＋ 1）

救急 150（ － 2） 862（ － 133）

（　）内は前年比

火災発生時での問い合わせ

 ☎43・6899（自動案内）

　　　　　 ＦＡＸ45・0119（ＦＡＸ返信）

8 月

11 ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所

12 ●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30

13

14 ●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30

15 ●司法書士による法律相談（市民会館） 9：30 ～ 12：00

16  
堀クリニック ☎４３・６０６６
9：00 ～ 17：00

17

18 ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 15：00

19 ●心配ごと相談（弁護士・要予約） 13：00 ～ 17：00

20 ●子育てカウンセリング　13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

21 ●女性問題専門相談（要予約） 13：00 ～ 16：00

22

23  
てんわかかりつけ医院 ☎４３・７４１１
9：00 ～ 17：00

24

25
●行政相談（相談員） 10：00 ～ 12：00
●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所
●もの忘れ健康相談（要予約） 13：00 ～ 15：00

26
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30

27 ●年金出張相談（要予約） 10：30 ～ 15：30
　問姫路年金事務所　☎０７９・２２４・６３８２（１番）

28

29

30  
宮崎クリニック ☎４３・４８７７
9：00 ～ 17：00

31

9 月

１ ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 15：00

２
●農事相談 10：00 ～ 11：30
●心配ごと相談 13：00 ～ 17：00
●こころの相談（要予約） 13：00 ～ 17：00

３

４ ●健康相談 9：00 ～ 11：00

５

６  
きむクリニック ☎４５・７３５５
9：00 ～ 17：00

７ ●人権相談 10：00 ～ 12：00
●こころのケア相談（前日までに要予約） 14：30 ～ 15：30

8 ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所

９ ●心配ごと相談　13：00 ～ 17：00
●法律相談（要予約） 13：30 ～ 16：30

10 ●献血（市役所） 9：30 ～ 11：30
●子育てカウンセリング　13：30 ～ 16：00　子育て学習センター

11 ●栄養相談（前日までに要予約） 9：30 ～ 11：30

12
●生活習慣病健診（要予約） 8：30 ～　すこやかセンター

●行政書士・司法書士・土地家屋調査士無料相談
　（市民会館） 10：00 ～ 12：00

13  
せの内科クリニック ☎５６・５１１５
9：00 ～ 17：00

14

15 ●保育所子育て電話相談 10：00 ～ 16：00　各保育所
● HIV・肝炎相談（前日までに要予約） 13：20 ～ 15：00　

保育所子育て 赤穂☎42・3368 塩屋☎42・0323 尾崎☎42・2297
　電話相談 御崎☎42・3338 坂越☎48・8458 有年☎49・2297
子育て相談（子育て学習センター） ☎45・3290
青少年育成相談　青少年育成センター（随時） ☎43・7831
 フリーダイヤル 0120・783・115
消費生活センター（市民対話課内）  （随時） ☎43・7067（相談専用）
女性問題電話相談　女性交流センター （火～金 13:00～16:00祝日除く）☎43・7800
犬・ねこの引取り問い合わせ　動物愛護センター龍野支所 ☎0791・63・5146

保健センター（すこやかセンター内） ☎46・8701
地域包括支援センター ☎42・1201
赤穂健康福祉事務所 ☎43・2321
地域活動支援センター ☎48・1615

ＦＡＸでの問い合わせ　市役所（代表）43・6892

くらしのカレンダー掲載の事業は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため「中止・延期」となる場合があります。

ま うち ごの き

問 い 合 わ せ 先

市内の各幼稚園で七夕行事が行われました。地

域の人に来てもらうことはできませんでした

が、園児たちは先生たちが工夫をこらした七夕

会を楽しみました。　（７/ ７　赤穂西幼稚園）

笹
飾
り
、
上
手
に
で
き
た
よ

希望の
　ストリートピアノ登場

市内の人からの寄付を受け、JR

播州赤穂駅自由通路にストリート

ピアノを設置しました。注意事項

を守ってご利用ください。

（７/７～JR播州赤穂駅自由通路）

包括

包括

市役所(代表)　 ☎43・3201
総合福祉会館　☎42・1397
農業委員会　　☎43・6845
市民対話課　　☎43・6818農

農

緊急時に備えて‼

水害などの緊急時に備え、市職

員と消防職員42人が土のう約

９００袋を作成しました。土の

うの作成方法を学び、防災意識

を高めました。　　　  （６/26）

①陸上競技　②剣道　③ソフトテニス　④卓球　⑤サッカー

⑥軟式野球　⑦バレーボール　⑧水泳

赤穂ふれあいの森管理運営組合が有年

小学校などにかぶと虫を贈りました。

子どもたちはかぶと虫を持ったり、服

につけたりと、楽しく遊んでいました。

（７/16　有年小学校）

かぶと虫もコロナにまけるな！

中学校総体
　　代替大会開催

フォトニュース

中学校総体代替大会が開催されました。臨時休校の

影響で満足に練習できず、また上位の大会がなく、

悔しい思いをした人もいたと思いますが、どの選手

も一生懸命に試合に臨んでいました。

（７/18・23 ～ 26 市民総合体育館ほか）
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◆表紙の説明◆
　木津ひまわり農園開園。
　元気に空に向かって咲くひまわり。
　とうもろこしのもぎ取り体験もあり、心がなごむひと時
を過ごすことができました。　（７/19　木津ひまわり農園）

▪ 広報あこうは自治会を通じてお届けしています。

▪ その他、スーパー、コンビニエンスストア、観
光案内所（播州赤穂駅）、各地区公民館、市役所
にも設置していますのでご利用ください。

▪ 次回の回覧広報あこうは８月25日（火）、
　広報あこうは９月10日（木）発行予定です。
▪広報あこうは再生紙を使っています。

広 報

　中学校総体代替大会が開
催されました。亀はスポー
ツは観るのも、するのも大
好き。ソフトテニスをはじめ、
硬式テニス、サッカー、マ
ラソンなど、いろいろな競
技に挑戦してきました。今
一番やりたいのは、知人に
誘われ挑戦したパラスポー
ツのゴールボール！ゴール
ボールはバスケットボール
くらいの鈴が入ったボール
を使います。そのボールを
相手のゴールめがけて投げ、
入ると得点。ゴール阻止の
ため体でボールをとめるの

ですが…結構痛い！！けれど
も、それを忘れるくらい楽し
いスポーツです。
　今回８つの競技の取材に
伺いました。経験のある競
技はある程度どう撮ればい
いのかわかるのですが、経
験のない競技は…写真屋さ
んにポイントを教えてもら
い（ありがとうございました）
何度もシャッターを切りまし
た。が…もっとうまく写真を
撮って、より見やすい広報
紙を届けられるよう精進し
ていきますので、温かい目
で見守ってください。　  亀

▪編集後記▪

各コンテンツの視聴に関して 　
　Facebook・YouTube・Aurasma（AR 動画）・マチイロは無料でダウンロード・ご利用できますが、ダウンロードおよび視聴にかかる通信料
は自己負担となります。利用する端末の契約内容によっては高額となる場合がありますので、ご注意ください。

広報あこうがスマホで見られます。

https://machiiro.town/lp/hyogo_ako

アピールポイント

　冷蔵庫にある野菜やきのこ類などで手軽にアレンジができます。中に入れる具だけ、一度に大量に作って冷凍保存し
ておくと、さらに時短になります。野菜を細かく切って巻いているので、知らない間に野菜をたっぷり食べられます。

①  玉ねぎ、ピーマン、じゃがいも、ウインナーをみじん切りに
し、耐熱皿に入れ、レンジで３分間温める。

②①に塩こしょう、ケチャップ、マヨネーズで味付けをする。
③②とチーズを春巻きの皮で巻いていく。
④巻いた春巻きをトースターで約４分間焼いて、できあがり。

材　料（２人分）

ピザ風春巻き

令和元年度
　朝ごはんレシピコンテスト最優秀賞受賞

すくすく育て！わが家のホープすくすく育て！わが家のホープ

令和元年9月26日生まれ

井
い の う え

上　蒼
そ う

生ちゃん

板屋町

作り方

▲

父・知彦さん　母・依子さん

春巻きの皮・・・・10 枚
玉ねぎ ・・・・大 1/2 個
ピーマン・・・・・・２個
じゃがいも・・・・大１個

ウインナー・・・・・・４本
塩こしょう・・・・・・少々
ケチャップ・・・・大さじ２
マヨネーズ・・・・大さじ１
チーズ・・・・・お好みの量

松原町

父・克拓さん　母・理恵さん

平成27年８月22日生まれ

小
お の

野　裕
ゆ う ま

真ちゃん

平成31年１月14日生まれ

小
お の

野　結
ゆ あ

愛ちゃん

畑
は た お

尾 妃
ひ さ き

紗希さん・菜
な ゆ き

唯希さん・真
ま よ

代さんの作品

苦手な野菜をたっぷり食べよう‼


